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特集
平成２２年度当初予算
第２次行財政改革プラン策定

戸別所得補償モデル対策事業

　写真は、３月１４日に行われた「魚見桜まつり」で、桜の木の中の「メジロ」を探す、森竹彩乃ちゃん（豊岡小学校１年生）
と安部ほの香ちゃん（豊岡小学校２年生）学年は撮影時



歳 入

■投資的経費
　道路、橋梁、公園、学校、町
営住宅の建設等、社会資本の整
備に要するものであり、支出の
効果がストックとして将来に残
るものに支出される経費です。
　今年度の投資的経費は、11億
2,462万9千円と、昨年度当初
予算に比べ5億2,577万4千円、
87.8％増となっています。

特 集
平成22年度当初予算

投
資
的
経
費
は
前
年
度
比
87
・
８
％
増

行
革
を
進
め
る
中
に
も
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

積
極
的
予
算
を
組
む

　

日
出
町
の
平
成
22
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
87
億
３
，
６

０
０
万
円
で
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
15
・
４
％
、
11
億
６
，
９
０
０

万
円
の
大
幅
な
増
額
予
算
と
な
り
ま
し
た
。
『
豊
岡
小
学
校
の
校
舎

増
改
築
事
業
』、『
豊
岡
小
学
校
特
別
教
室
棟
の
耐
震
補
強
事
業
』、
暘

谷
城
趾
を
中
心
と
し
た
歴
史
的
な
町
並
み
の
保
全
・
活
用
を
目
的
に

推
進
し
て
い
る
『
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
』、『
生
活
道
路
の
整
備

事
業
』
な
ど
、
普
通
建
設
事
業
を
積
極
的
に
盛
り
込
ん
だ
予
算
と
し

て
い
ま
す
。

　

日
出
町
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
日
出
町
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
、
基
金
の
積
み
増
し
な
ど

一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

　

財
政
状
況
が
厳
し
い
こ
と
を
理
由
に
緊
縮
型
の
財
政
運
営
に
終
始

し
て
い
て
は
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。『
健

全
な
財
政
運
営
』
と
『
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
』
の
両
立
を
図
り
な
が

ら
、
第
４
次
日
出
町
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
像
『
人
と
自
然
が
調

和
し
た
ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
』
の
実
現
に
向
け
た
予
算
編
成

を
行
い
ま
し
た
。

町税 （32.3％）
28億2,558万2千円

地方交付税 
（23.7％）
20億7,000万円

町債
（11.0％）
9億5,740万円

国県支出金
（20,7％）
18億550万5千円

その他
（12.3％）
10億7,751万3千円



歳 出

●地方交付税
　 市町村間の財政格差
をなくすために国か
ら交付されるもの。

●町債
　町の借金。

●扶助費
　 社会保障制度の一
環。町民が最低限の
生活維持を図る目的
で支出される。

●公債費
　 借金の元利償還金及
び一時借入金利子。

●繰出金
　 一般会計から特別会
計への予算のやりと
り。

■用語説明

一般会計当初予算額  8,736,000,000円

人件費 22.5％
19億6,726万9千円

扶助費 19.5％
17億125万9千円

公債費 11.6％
10億948万2千円

投資的経費
（12.9％）
11億2,462万9千円

物件費 （8.9％）
7億7,868万2千円

補助費等
（15.5％）
13億4,974万8千円

繰出金等
（8.6％）
7億5,082万円

人
を
育
て
る
施
策
と
し
て
は
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
事
業
や
児

童
環
境
づ
く
り
基
盤
整
備
事
業
等
を
継

続
し
、
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

母
子
保
健
事
業
で
は
、不
妊
治
療
に
対
し

て
の
助
成
を
行
う
な
ど
、経
済
的
支
援
を

行
い
ま
す
。
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
、

豊
岡
小
学
校
校
舎
増
改
築
事
業
と
既
存

校
舎
の
耐
震
化
補
強
工
事
を
行
い
、子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
環
境
整
備

を
行
い
ま
す
。

人
を
守
る
施
策
と
し
て
は
、
通
学
時

の
危
険
箇
所
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
交
通
安
全
施
設

の
整
備
を
行
い
、
災
害
か
ら
町
民
を
守

る
シ
ス
テ
ム
強
化
の
た
め
、
防
火
水
槽

の
設
置
や
、
消
防
水
利
調
査
、
水
利
台

帳
電
子
化
を
行
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
を
広
げ
る
ま
ち
づ
く
り

で
は
、
町
民
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
活
性
化

協
働
推
進
活
動
助
成
金
や
地
域
振
興
活

動
費
を
計
上
し
、
各
地
区
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等

の
町
民
が
主
体
と
な
っ
た
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
設

立
に
向
け
た
調
査
費
も
計
上
し
て
い
ま

す
。自

然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
河
川
・
海
水
等
の
水
質
調

査
を
行
い
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め

る
ほ
か
、
ご
み
処
理
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設

置
を
推
進
し
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保

全
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
計
画

的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

活
力
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
で

は
、
農
林
業
の
振
興
と
し
て
、

飼
料
米
推
進
交
付
金
事
業
、
Ｊ
Ａ
日
出

町
販
路
拡
大
推
進
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

　

ま
た
、
拡
大
す
る
イ
ノ
シ
シ
等
有
害

鳥
獣
の
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
、
電

気
柵
購
入
費
補
助
と
あ
わ
せ
て
、
イ
ノ

シ
シ
の
捕
獲
報
奨
金
を
予
算
計
上
し

ま
し
た
。

　

他
に
も
農
地
の
保
全
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
藤
原
地
区
雲
田
た
め
池

改
修
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

水
産
業
の
振
興
で
は
、
車
え
び
や
ガ

ザ
ミ
の
稚
魚
放
流
事
業
を
支
援
し
、
水

産
物
の
安
定
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

観
光
振
興
で
は
、
町
の
資
産
と
し
て

取
得
す
る
的
山
荘
を
活
用
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
企
画
運
営
費
を
計
上
し
、重
要

な
文
化
財
の
保
存
と
と
も
に
、新
た
な

観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
を
図
り
ま

す
。活

力
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

暘
谷
城
趾
を
中
心
と
し
た
歴

史
的
ま
ち
並
み
の
保
存
活
用
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　

道
路
整
備
で
は
、
笹
尾
松
ケ
鼻
線
、

南
北
線
、
内
野
深
江
港
線
を
重
点
路
線

と
し
て
整
備
す
る
ほ
か
、
豊
岡
新
道

線
、
寺
町
線
等
の
道
路
改
良
を
行
い

ま
す
。

その他



建替えをする豊岡小学校

まちづくり交付金事業で建てた暘谷城二の丸館

特 集
平成22年度当初予算

豊
岡
小
学
校
校
舎
増
改
築
事
業

（
２
カ
年
継
続
事
業

総
額
８
億
３
，
７
６
６
万
３
千
円
）

　

昭
和
33
年
に
建
て
ら
れ
た
町
内
で
最

も
古
い
校
舎
で
す
。
老
朽
化
し
た
普
通

教
室
棟
の
建
替
え
を
行
い
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
第
１
期
工
事
（
３
億
３
，

６
７
２
万
７
千
円
）
で
は
、
現
在
の
校

舎
の
東
側
に
新
校
舎
の
一
部
を
建
築
し
、

平
成
23
年
度
の
第
２
期
工
事
で
、
既
存

校
舎
を
解
体
し
、
第
１
期
工
事
の
校
舎

と
つ
な
ぐ
新
校
舎
を
建
築
し
ま
す
。
平

成
24
年
３
月
末
完
成
予
定
。

豊
岡
小
学
校
特
別
教
室
棟

耐
震
補
強
事
業

（
６
，
０
４
３
万
８
千
円
）

　

昭
和
56
年
建
築
の
特
別
教
室
棟
に
つ

い
て
は
、
大
規
模
な
地
震
に
も
耐
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
耐
震
補
強
工
事
を
行
い

ま
す
。ま

ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

（
１
億
８
，
４
１
３
万
５
千
円
）

　

暘
谷
駅
を
中
心
と
し
た

｢

ま
ち
の
顔｣

と
な
る
シ
ン
ボ
ル
空
間
の
形
成
と
、暘
谷

城
趾
を
中
心
と
し
た
歴
史
的
ま
ち
な
み

の
保
全
・
活
用
事
業
で
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
歴
史
的
建
造
物
で

あ
る｢

隅
櫓｣

の
移
築
、町
道
二
の
丸
南
浜

線
、
暘
谷
駅
北
口
線
の
道
路
整
備
を
行

い
ま
す
。

社
会
福
祉
施
設
整
備
事
業

（
１
億
４
，
１
３
５
万
３
千
円
）

　

大
分
県
安
心
こ
ど
も
基
金
を
活
用
し
、

豊
岡
保
育
園
と
川
崎
保
育
園
の
増
改
築

事
業
を
支
援
し
、
安
心
し
て
子
育
て
で

き
る
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

雲
田
た
め
池
改
修
事
業

（
２
，
０
５
０
万
５
千
円
）

　

老
朽
化
が
著
し
い
藤
原
地
区
の
雲
田

た
め
池（
農
業
用
た
め
池
）
の
改
修
工
事

を
行
い
、必
要
な
水
量
の
確
保
を
図
り
ま

す
。有

害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

（
２
２
８
万
１
千
円
）

　

拡
大
す
る
イ
ノ
シ
シ
被
害
に
対
処
す

る
た
め
、電
気
柵
購
入
に
対
す
る
助
成
と

と
も
に
、捕
獲
イ
ノ
シ
シ
１
頭
に
つ
き
６
，

０
０
０
円
の
報
奨
金
（
狩
猟
免
許
保
有

者
の
み
）を
支
給
し
ま
す
。

道
路
整
備
事
業

（
２
億
９
，
５
９
４
万
円
）

　

日
出
町
で
は
、
生
活
道
路
の
確
保
や

児
童
生
徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
、

ま
た
幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
を

目
的
に
、
町
内
13
路
線
で
改
良
工
事

を
実
施
し
、
生
活
基
盤
整
備
を
行
い
ま

す
。

●
町
道
鳴
川
今
井
線
道
路
改
良
事
業

　

西
の
二
区
の
生
活
道
路
で
あ
る
が
、

幅
員
が
２
〜
３
ｍ
と
狭
く
離
合
で
き
な

い
状
態
で
す
の
で
、
道
路
幅
を
５
ｍ
に

拡
幅
し
地
域
生
活
の
安
全
を
図
り
ま
す
。

●
町
道
笹
尾
松
ケ
鼻
線
道
路
改
良
事
業

　

日
出
港
と
幹
線
町
道
を
結
ぶ
町
道
で

す
。
臨
港
大
橋
が
平
成
22
年
４
月
か

ら
供
用
開
始
に
な
る
と
交
通
量
の
増
大

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
道
路
で
は

周
辺
住
民
の
交
通
安
全
の
確
保
が
十
分

で
は
な
い
た
め
、
歩
車
分
離
な
ど
の
道

路
整
備
に
よ
り
周
辺
住
民
の
安
全
確
保

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
夕
の
通
勤
車

両
に
よ
る
渋
滞
解
消
に
も
期
待
で
き
ま

す
。

●
町
道
南
北
線
道
路
改
良
事
業

　

広
域
農
道
整
備
で
本
路
線
の
前
後
が

改
良
さ
れ
交
通
量
が
増
加
し
た
た
め
、

道
路
改
良
を
実
施
し
、
幹
線
道
路
へ
の

ア
ク
セ
ス
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

周
辺
住
民
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

主 要
事 業



町民税 (個人分 ) …………………………………………… 38,474円

固定資産税…………………………………………………… 45,332円

軽自動車税………………………………………………………2,002円

町たばこ税………………………………………………………4,768円

その他……………………………………………………………9,838円

議会費（議会運営） ……………………………………………4,648円

総務費（総務、税、住民基本台帳、選挙など） ………… 37,417円

民生費（福祉、年金、医療など） ……………………… 100,636円

衛生費（保健衛生、環境衛生、ごみ処理など） ………… 26,593円

農林水産費（農業や林業、水産業の振興） ……………… 11,515円

商工費（商工業、観光の振興） ………………………………2,210円

土木費（道路、橋、都市計画、公共下水道など） ……… 33,239円

消防費（消防業務、消防施設整備など） ………………… 17,759円

教育費（小中学校、社会教育、学校教育など） ………… 35,678円

公債費（国や銀行などから借り入れたお金の返済金） … 35,392円

その他（災害復旧費、労働費、諸支出金、予備費） ………1,192円

町民１人あたりが負担するお金
（10万 414円）

＊平成22年１月１日現在
　人口　２８，５２３人
　（住民基本台帳による）

事　業 予算額
国民健康保険特別会計 28億7,504万4千円

簡易水道特別会計 1,010万円

公共下水道事業特別会計 8億9万8千円

老人保健特別会計 9千円

漁業集落排水事業特別会計 3,470万9千円

農業集落排水事業特別会計 3,726万円

介護保険特別会計（保険事業勘定） 21億4,232万5千円

介護保険特別会計（サービス勘定） 1,603万3千円

後期高齢者医療特別会計 2億6,624万5千円

水道事業会計 6億5,116万7千円

平成22年度特別会計等当初予算

町道鳴川今井線の拡幅工事
（西の二）　　　　　　　　

拡幅予定の町道笹尾松ケ鼻線
（内野）　　　　　　　　　　

拡幅工事をする町道南北線
（照川）　　　　　　　　　

建替え予定の川崎保育園

箱わなで捕獲したイノシシ

　

町民１人あたりに使われるお金
（30万 6,279円）



ま
ち
の
将
来
像
に
向
け
て
、

ま
ず
は
、
職
員
の
意
識
改
革
、

そ
し
て
、
地
域
住
民
と
の
協
働

『
財
政
健
全
化
中
心

の
削
減
か
ら
新
た
な

挑
戦
へ
』

第
１
次
プ
ラ
ン
の
効
果
額
は

17
億
８
千
万
円

　

平
成
17
年
３
月
に
「
第
１
次
日
出
町
行
財
政
改
革
プ

ラ
ン
」（
以
下
第
１
次
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
、
平
成
21
年

度
末
ま
で
の
５
年
間
、
こ
の
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
改
革
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

第
１
次
プ
ラ
ン
で
は
、
徹
底
し
た
内
部
経
費
の
節
減

や
職
員
の
定
員
数
の
減
、
行
政
組
織
の
改
編
を
行
い
、

一
定
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
策
定
し
た
「
第
２
次
日
出
町
行
財
政
改
革
プ
ラ

ン
」（
以
下
第
２
次
プ
ラ
ン
）
は
、
第
１
次
プ
ラ
ン
を
継

承
し
な
が
ら
も
、
日
出
町
の
将
来
像
で
あ
る
『
人
と
自

然
が
調
和
し
た
ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
』
の
実
現

に
向
け
た
実
行
計
画
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
１
次
プ
ラ
ン
策
定
時
の
財
政
見
込

み
で
は
、
平
成
18
年
度
に
は
町
の
貯
金

で
あ
る
財
政
調
整
基
金
が
底
を
つ
き
、

平
成
20
年
度
に
は
財
政
再
建
団
体
へ
と

転
落
す
る
危
機
的
な
状
況
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
第
１
次
プ
ラ
ン
で
は
、
徹

底
し
た
内
部
管
理
経
費
の
削
減
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

人
件
費
の
削
減
と
し
て
は
、
町
長
の

報
酬
を
約
20
％
、
副
町
長
約
17
％
、
教

育
長
約
15
％
、
職
員
給
与
５
％
、
議
員

報
酬
５
％
を
そ
れ
ぞ
れ
削
減
し
、ま
た
、

平
成
18
年
４
月
か
ら
は
、
議
員
定
数
を

22
人
か
ら
16
人
に
削
減
し
ま
し
た
。

　

職
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年

４
月
に
は
２
３
６
人
い
た
職
員
を
、
平

成
21
年
４
月
に
は
、
２
１
１
人
ま
で

減
員
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
職

員
１
人
当
た
り
に
み
る
町
民
の
数
は
、

１
３
５
人
と
県
下
で
最
も
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
（
１

７
７
項
目
）、
扶
助
費
（
10
項
目
）、
事

務
事
業
（
53
項
目
）
の
見
直
し
を
行
い
、

限
り
あ
る
予
算
の
中
で
、
最
大
の
効
果

が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
事
業
の
選
択
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
町
民
負
担
の
公
平
性
、
受

益
者
負
担
の
考
え
に
基
づ
き
、
豊
岡
地

区
簡
易
水
道
料
金
の
見
直
し
や
16
年

ぶ
り
の
下
水
道
料
金
見
直
し
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
17
年
度
の
第
１

次
プ
ラ
ン
開
始
か
ら
平
成
21
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
、
約
17
億
８
千
万
円
の

財
政
効
果
を
生
み
出
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
平
成
16
年
度
と
比
較
し
た
平

成
21
年
度
の
見
込
額
で
は
、
財
政
調
整

基
金
を
約
６
億
円
積
み
増
し
、
12
億

６
千
万
円
、
借
入
金
残
高
は
17
億
７
千

万
円
減
の
１
４
７
億
２
千
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

第
２
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
策
定

　

財
政
面
で
の
危
機
的
状
況
は
乗
り
越

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
都
市
化

第２次日出町行財政改革プラン策定



や
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
地
域
社

会
の
変
化
、
長
期
に
わ
た
る
景
気
の
低

迷
な
ど
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
、

安
心
し
て
生
活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
財
政
健
全
化
を
重
視

し
、
人
件
費
を
は
じ
め
と
し
た
内
部
管

理
経
費
の
削
減
や
補
助
金
等
の
見
直
し

な
ど
、
予
算
の
減
額
の
た
め
の
方
策
が

中
心
で
し
た
。

　

し
か
し
、
第
２
次
プ
ラ
ン
で
は
、
新

た
な
手
法
と
発
想
の
転
換
を
図
り
、
日

出
町
の
将
来
像
で
あ
る
『
人
と
自
然
が

調
和
し
た
ふ
れ
あ
い
と
活
力
あ
る
ま

ち
』
の
実
現
に
向
け
て
、
町
の
方
向
性

を
示
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対

象
期
間
は
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年

度
ま
で
の
３
年
間
と
し
、
職
員
は
も
と

よ
り
、
住
民
と
と
も
に
挑
戦
し
続
け
る

行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

改
革
に
向
け
た
６
つ
の
柱

　

改
革
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
職
員
の

意
識
改
革
が
大
事
で
す
。
町
民
に
信
頼

さ
れ
、
満
足
度
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て
は
じ
め
て
町
民
の
協
力
が
得

ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
町
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化

す
る
中
、
も
は
や
行
政
だ
け
で
は
十

分
な
対
応
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
地

域
住
民
が
身
の
回
り
の
課
題
解
決
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
町
の
役
割

を
見
直
し
、「
自
助
」・「
共
助
」・「
公

助
」
の
考
え
方
を
基
本
に
、
地
域
住
民

と
一
緒
に
な
っ
て
将
来
の
町
づ
く
り
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
第
２
次
プ
ラ
ン
で
は
次
の

６
つ
を
改
革
の
柱
と
し
て
日
出
町
の
あ

る
べ
き
姿
を
目
指
し
ま
す
。

１　

町
民
と
の
協
働
の
一
層
の
推
進

　
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
行
政
が
担
う
も

の
」
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
を
見

直
し
、
町
民
自
ら
が
自
発
的
に
地
域
の

課
題
に
取
り
組
み
、
そ
の
解
決
に
向
け

力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

● 

幅
広
い
課
題
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
ネ

　

ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
支
援
し
ま
す
。

● 

各
種
イ
ベ
ン
ト
時
の
行
政
主
導
型
実

行
委
員
会
で
は
な
く
、
町
民
主
体
の

実
行
委
員
会
を
行
い
ま
す
。

● 

新
た
な
事
業
展
開
と
し
て
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
や
地
域
資
源

（
歴
史
・
文
化
・
自
然
・
観
光
）
の

活
用
な
ど
を
行
い
ま
す
。

２　

 

情
報
の
共
有
化
に
よ
る
透
明
性
の

向
上

　

町
民
に
的
確
で
分
か
り
や
す
い
広
報

活
動
に
努
め
る
と
と
も
に
、
町
民
の
意

見
を
広
く
把
握
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
の
透
明
性
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

● 

情
報
提
供
の
充
実
と
し
て
、
職
員
の

出
前
講
座
の
推
進
や
町
民
相
談
窓
口

を
整
備
し
ま
す
。

● 

情
報
公
開
の
推
進
と
し
て
、
パ
ブ
リ

　

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
推
進
し
ま
す
。

● 

各
種
委
員
の
選
考
を
見
直
し
、
公
募

制
の
導
入
や
女
性
の
構
成
比
を
上
げ

ま
す
。

３　

財
政
運
営
の
健
全
化

　

選
択
と
集
中
に
よ
り
予
算
及
び
人
材

の
重
点
化
を
図
り
ま
す
。
各
種
団
体
へ

の
補
助
金
は
必
要
性
・
成
果
を
含
め
見

直
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
事
業
評
価
や
外
部
評
価

制
度
の
検
討
を
行
い
、
査
定
制
度
を
見

直
し
ま
す
。

● 

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
り
ま

す
。

● 

公
共
施
設
お
よ
び
教
育
施
設
に
お
け

る
光
熱
費
節
減
を
推
進
し
ま
す
。

● 

ご
み
発
生
の
抑
制
、ご
み
の
再
利
用
、

リ
サ
イ
ク
ル
利
用
の
推
進
を
図
り
、

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
す
。

● 
健
診
率
の
向
上
を
図
り
、
医
療
費
や

介
護
費
の
削
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

滞
納
整
理
の
強
化
や
資
産
の
有
効
活

用
を
図
り
ま
す
。

●
積
極
的
に
企
業
誘
致
を
進
め
ま
す
。

●
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

４　

機
能
的
で
柔
軟
な
組
織
の
確
立

 　

町
民
の
行
政
需
要
に
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
す
る
た
め
、
機
能
的
な
組
織
・

機
構
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

● 

職
員
の
減
少
や
事
務
量
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
組
織
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

● 

地
区
公
民
館
と
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

を
地
域
づ
く
り
の
核
と
な
る
施
設
へ

機
能
転
換
を
図
り
ま
す
。

● 

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
の
活
用
を

検
討
し
ま
す
。

５　

定
員
管
理
と
給
与
の
あ
り
方

　

町
の
実
情
に
応
じ
た
給
与
制
度
、
定

員
管
理
を
行
い
ま
す
。

６　

職
員
の
意
識
改
革
と
人
材
育
成

　

お
役
所
仕
事
を
克
服
し
、
職
員
一
人

ひ
と
り
が
挑
戦
し
、
自
ら
が
町
の
未
来

を
切
り
拓
く
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
職

務
を
遂
行
し
ま
す
。

● 

民
間
企
業
へ
の
職
場
研
修
な
ど
を
充

実
さ
せ
ま
す
。

● 

地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

す
。



米
の
作
付
け
に
対
し
助
成
始
め
る

戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策

麦
・
大
豆
・
飼
料
用
米
等
に
つ
い
て
の
生
産
拡
大
と
水
田
農
業
経
営
の
安
定

　

自
給
率
向
上
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
麦
・
大
豆
・
飼
料
用
米
な
ど
に
つ
い
て
、
シ
ン
プ
ル

で
分
か
り
や
す
い
助
成
体
系
の
下
に
生
産
拡
大
を
促
す
対
策
と
、
水
田
農
業
の
経
営

安
定
を
図
る
た
め
に
、
恒
常
的
に
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
主
食
用
米
に
対
し
て
補
て
ん
す

る
対
策
を
行
い
ま
す
。

米
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
事
業

　

自
給
率
向
上
の
た
め
の
環
境
整
備
を

図
る
た
め
に
、
米
の
生
産
数
量
目
標
に
従

っ
て
生
産
す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
、
主
食
用
米
の
作
付
面

積
10
ア
ー
ル
当
た
り
１
万
５
千
円
を
定
額

交
付
し
ま
す
。

　

米
の
価
格
が
下
落
し
た
場
合
に
は
、
追

加
の
補
て
ん
も
行
い
ま
す
。

■
交
付
単
価
（
下
図
参
照
）

○ 

定
額
部
分　

10
ア
ー
ル
当
１
万
５
千
円

（
恒
常
的
な
コ
ス
ト
割
れ
相
当
分
の

助
成
）

○ 

変
動
部
分　

平
成
22
年
産
の
販
売
価
格

が
、
過
去
３
年
の
販
売
価
格
を
下
回
っ

た
場
合
に
そ
の
差
額
を
も
と
に
算
定
。

■
交
付
要
件

① 

生
産
調
整
目
標
を
達
成
し
た
販
売
農

家
・
集
落
営
農
組
織
の
う
ち
、
水
稲
共
済

に
加
入
す
る
こ
と
。（
加
入
面
積
25
ア
ー

ル
未
満
で
水
稲
共
済
に
未
加
入
の
場
合

は
、
平
成
21
年
度
の
出
荷
・
販
売
実
績

が
販
売
伝
票
等
で
証
明
で
き
る
こ
と
）

② 

調
整
水
田
な
ど
不
作
付
地
を
有
し
て
い

る
場
合
は
、
不
作
付
水
田
の
改
善
計
画

を
日
出
町
に
提
出
し
認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

■
交
付
対
象
面
積

　

主
食
用
米
作
付
面
積
か
ら
、
自
家
用

米
・
縁
故
米
用
に
供
さ
れ
る
分
と
し
て

一
律
10
ア
ー
ル
を
差
し
引
い
た
面
積
。

■
事
業
の
注
意
点

　

生
産
調
整
の
達
成
が
要
件
で
す
の

で
、
交
付
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、「
平
成
22
年
産
米
に
お
け
る
生
産
数

量
目
標
及
び
作
付
面
積
目
標
通
知
」
の

範
囲
内
で
の
主
食
用
米
の
生
産
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

１０アール当の交付額を図で示したもの

は交付対象部分

標
準
的
な
生
産
に
要
す
る
費
用

標
準
的
な
販
売
価
格

当
年
の
販
売
価
格

当
年
の
販
売
価
格

変動部分の
交付額あり

変動部分の
交付額なし

定額部分
の交付



水
田
利
活
用
自
給
力
向
上
事
業

　

 

自
給
率
向
上
の
た
め
に
水
田
で
麦
・
大

豆
・
米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
な
ど
を
生
産

す
る
販
売
農
家
・
集
落
営
農
の
皆
さ
ん

に
、
主
食
用
米
と
同
等
の
所
得
を
確
保
で

き
る
水
準
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
交
付
要
件

① 

収
穫
・
出
荷
を
行
い
、
出
荷
伝
票
等
の
提

出
が
必
要
で
す
。（
捨
て
作
り
・
自
家
消

費
の
場
合
に
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
）

　

 

戦
略
作
物
（
そ
ば
、
な
た
ね
を
除
く
）
で

は
、
実
需
者
と
の
出
荷
契
約
が
必
要
で

す
。

② 

生
産
調
整
が
未
達
成
だ
っ
た
場
合
で
も

助
成
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
事
業
の
注
意
点

　

戦
略
作
物
は
助
成
要
件
が
あ
り
、
特

に
新
規
需
要
米
は
交
付
要
件
と
し
て
、

出
荷
契
約
、
取
組
計
画
書
、
適
正
流
通

誓
約
書
な
ど
の
提
出
、
主
食
用
米
と
の

区
分
管
理
、
記
帳
、
混
入
防
止
処
理
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
作
付
け
を
予
定

さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。申

込
・
支
給
時
期

　

交
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
は
、
加

入
申
請
書
、
交
付
請
求
書
な
ど
の
提
出

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
交
付
金
は
国
か

ら
農
業
者
が
指
定
し
た
口
座
に
直
接
支

払
い
ま
す
。

○
申
込
時
期　

４
月
〜
６
月

○
支
給
時
期　

12
月
〜
３
月

■水田利活用自給力向上事業交付単価

作　物　の　種　類 10アール当の交付額

麦、大豆、飼料作物 3万 5千円

新規需要米（飼料用米・米粉用米・WCS用稲等）、飼
料用米は町推進交付金として 10アール当２万円の加
算があります。

8万円
（飼料用米は 10万円）

そば、なたね、加工用米 ２万円

その他作物（＊１）（都道府県単位で設定）
（交付枠算定基準）

１万円

二毛作助成： 主食用と戦略作物（＊２）または戦略作
物同士の作付けに助成

（例）　
　①米＋麦＝米モデル事業＋ 15,000 円（二毛作助成）
　②新規需要米＋麦＝ 80,000 円＋ 15,000 円
　③米＋その他作物＝米モデル事業＋ 0円

1万 5千円

＊１： 大分県の作物品種・交付単価は現在未定です。詳細は４月に開催する集落説明会で
説明します。

＊２： 麦、大豆、飼料作物、米粉用米、飼料用米、バイオ燃料用米、WCS用稲、そば、
なたね、加工用米。

集落説明会を開催します

　４月から集落ごとに説明会を開催します。日程、会場につ
いては各集落集団長から連絡いたします

■問合先

　　役場農林水産課（日出町水田農業推進協議会事務局）　☎７３－３１２７



■
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
対
象
の
拡
大

　

 　

肝
機
能
障
害
が
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に

伴
い
肝
臓
移
植
手
術
や
そ
れ
に
不
随

す
る
医
療
に
つ
い
て
も
自
立
支
援
医

療
（
更
生
医
療
・
育
成
医
療
）
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

■ 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
に
か
か
る
利
用
者

負
担
額
の
軽
減

　

 　

町
民
税
非
課
税
世
帯
の
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
（
療
養
介
護
医
療
等
を
除

く
）
及
び
身
体
障
害
者
補
装
具
費

（
基
準
額
の
範
囲
内
）
の
自
己
負
担

額
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
地
域
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て

も
同
様
の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
 　

な
お
、
こ
の
改
正
に
よ
る
申
請
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
該
当
者
に
は

新
し
い
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
証

等
を
４
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

■ 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係

☎
73
‐
３
１
２
１

障
が
い
者
に
対
す
る
施
策
の
拡
充

　

不
妊
で
悩
ん
で
い
る
夫
婦
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
の
た
め
、
日
出
町
で
は
不

妊
治
療
費
に
対
す
る
助
成
制
度
を
４
月

か
ら
開
始
し
ま
す
。

■
対
象
者

○ 

法
律
上
婚
姻
し
て
お
り
、
婚
姻
期
間

が
１
年
以
上
の
方
。

○ 

夫
婦
、
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
町

内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
期
間
が
１

年
以
上
で
あ
る
こ
と
。

＊ 

所
得
制
限
は
な
く
、
第
何
子
で
あ
る

か
な
ど
は
不
問
。

■
助
成
金
額

　
 　

単
年
度
に
10
万
円
を
限
度
額
と

し
、
不
妊
治
療
に
対
す
る
費
用
の
２

分
の
１
の
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

■
助
成
回
数

　

 　

限
度
額
を
超
え
な
い
範
囲
で
あ
れ

ば
、
助
成
回
数
に
つ
い
て
は
、
制
限

は
あ
り
ま
せ
ん
。
助
成
年
度
は
通
算

で
５
年
度
を
上
限
と
し
ま
す
。

■
申
請
期
限

　
　

治
療
月
の
属
す
る
年
度
末
ま
で
。

　

 　

た
だ
し
、
３
月
に
治
療
し
た
場
合

は
、
年
度
末
の
申
請
に
間
に
合
わ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
４
月
末

ま
で
の
申
請
が
可
能
で
す
。

■
対
象
医
療
機
関

　

 　

体
外
受
精
や
顕
微
受
精
な
ど
の
特

定
不
妊
治
療
に
つ
い
て
は
、
県
が
助

成
事
業
で
指
定
し
て
い
る
医
療
機
関

で
の
治
療
に
係
る
不
妊
治
療
費
に
限

り
ま
す
が
、
そ
の
他
の
治
療
で
は
、

他
の
医
療
機
関
で
の
不
妊
治
療
費
で

も
助
成
対
象
に
な
り
ま
す
。

■ 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す

不
妊
治
療
に
対
し
て
助
成
を
始
め
ま
し
た

　シルバー人材センターと
は、高齢者に働く場を提供
し、地域に根ざしたさまざま
な活動を行うものです。
　高齢者が健康でいきいき
とした生活を送るとともに、
これまで培ってきた知識や
経験を活かすことで、地域の
活性化にもつながるものと
考えています。
　今年度中に調査や入会希
望者説明会などを開催して
いきます。詳細が決まり次
第、随時広報紙に掲載してい
きます。

■問合先　企画振興課
　　　　☎ 73 － 3116

シルバー人材セン
ターの設立を検討
しています

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



　

平
成
22
年
４
月
か
ら
、
中
学
校
修
了

前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
保
護

者
に
対
し
て
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
手
当
は
児
童
手
当
に

か
わ
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
児
童

手
当
に
、
子
ど
も
手
当
が
追
加
で
支
給

さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■ 

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
申

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

　　

 　

中
学
校
１
年
生
ま
で
の
児
童
（
平

成
９
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
児
童
）
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者

で
、
平
成
22
年
３
月
ま
で
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
た
保
護
者
の
方
に

　

 

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
指
定
し
て
い

た
児
童
手
当
の
振
込
先
金
融
機
関

に
、
自
動
的
に
子
ど
も
手
当
を
振
り

込
み
ま
す
の
で
、
新
た
に
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊ 

現
況
届
を
提
出
し
て
い
な
い
た
め
、

児
童
手
当
が
差
し
止
め
に
な
っ
て
い

る
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
が
必
要
な
方

○ 

中
学
２
年
生
及
び
中
学
３
年
生
（
平

成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４

月
１
日
生
）
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
保
護
者
。

○ 

こ
れ
ま
で
、
所
得
制
限
等
に
よ
り
児

童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
か
っ
た

保
護
者
。

＊ 
公
務
員
は
、
お
勤
め
先
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

＊ 

申
請
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
４

月
末
ま
で
に
個
別
通
知
を
し
ま
す
。

＊ 

児
童
が
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
に

つ
い
て
は
、
町
で
そ
の
現
状
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
通

知
を
発
送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

　

 

お
手
数
で
す
が
、
次
の
問
合
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
73
‐
３
１
２
１

中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
保
護
者
へ

子
ど
も
手
当
（
月
額
１
３
，
０
０
０
円
）
を
支
給

　

ネ
コ
・
カ
ラ
ス
被
害
対
策
と
し
て
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■ 

補
助
額　

設
置
費
の
２
分
の
１
で
、

３
万
円
が
限
度
額
で
す
。

■
問
合
先

　

生
活
環
境
課
☎
73
‐
３
１
２
８

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
費
に

補
助

　

資
産
の
内
容
や
評
価
が
適
正
で
あ
る

か
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
縦
覧
制

度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
課
税
台
帳
も

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
・
閲
覧
期
限　

４
月
30
日（
金
）

■
縦
覧
対
象
者　

固
定
資
産
税
納
税
者

＊ 

免
税
点
未
満
の
方
（
固
定
資
産
を
も

　

 

っ
て
い
る
が
税
額
の
出
て
い
な
い
方

は
対
象
外
）

＊ 

閲
覧
に
は
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転

免
許
証
や
納
税
通
知
書
等
を
提
示
し

て
く
だ
さ
い
。

■ 
閲
覧
対
象
者　

納
税
義
務
者
や
借

地
、
借
家
人
の
方
。

■
問
合
先　

税
務
課
資
産
税
係

　

☎
73
‐
３
１
２
３ 

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦

覧
・
閲
覧
（
無
料
）

犬
や
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ま
へ

　

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に
関
す
る
苦

情
・
相
談
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

○ 

フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
。
尿
は
、
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
を
持
ち
歩
き
、
水
で
洗

い
流
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

放
し
飼
い
は
止
め
ま
し
ょ
う
。
他

人
に
被
害
を
与
え
る
と
と
も
に
、

犬
に
と
っ
て
も
交
通
事
故
な
ど

の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

■
猫
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

○ 

フ
ン
や
尿
で
近
所
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
、
室
内
で
飼
い
ま

し
ょ
う
。

○ 

飼
い
主
が
不
明
な
猫
に
安
易
に
エ

サ
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し

　

ょ
う
。

○ 

飼
い
主
が
分
か
る
よ
う
に
、
首
輪

や
名
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、

楽
し
く
ペ
ッ
ト
と
暮

ら
し
ま
し
ょ
う

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



国
勢
調
査
の
意
義
と
特
徴

■ 

本
年
の
国
勢
調
査
は
、
人
口
減
少
社

会
を
迎
え
て
最
初
の
国
勢
調
査
で
あ

り
、
少
子
高
齢
化
社
会
等
に
対
応
す

る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な
り
ま

す
。

■ 

深
刻
化
す
る
雇
用
情
勢
に
対
応
し
た

就
業
・
不
就
業
の
実
態
、
地
域
問
題

の
各
種
政
策
や
地
域
分
析
、
外
国
人

居
住
者
の
地
域
分
布
な
ど
の
社
会
経

済
の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
基

礎
デ
ー
タ
と
な
り
ま
す
。

■ 

国
連
の
「
世
界
人
口
セ
ン
サ
ス
」
の

一
環
と
し
て
、
地
球
規
模
の
課
題
に

対
応
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
な

り
ま
す
。

前
回
の
調
査
と
の
改
善
点

■
郵
送
提
出
方
式
の
導
入

　

 　

単
身
世
帯
や
共
働
き
世
帯
な
ど
、

昼
間
に
自
宅
に
い
な
い
世
帯
が
増
え

て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で

の
調
査
員
に
調
査
票
を
直
接
提
出
す

る
方
法
の
ほ
か
、
役
場
に
直
接
郵
送

す
る
こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

■
調
査
票
の
提
出
方
法
は
選
択
制
で
す

　

 　

調
査
票
の
提
出
方
法
は
、
調
査
員

提
出
、
郵
送
提
出
の
い
ず
れ
か
を
選

択
で
き
ま
す
。

　

 　

な
お
、
調
査
票
の
回
収
を
確
実
に

行
う
た
め
、
期
限
ま
で
に
提
出
さ
れ

て
い
な
い
世
帯
に
は
調
査
員
が
訪
問

し
、
調
査
票
を
回
収
し
ま
す
。

　
「
国
勢
調
査
」や
、そ
の
他

国
が
行
う
統
計
調
査
の
調
査

員
を
募
集
し
ま
す

■
登
録
要
件

　

 　

原
則
と
し
て
20
歳
以
上
の
日
出
町

民
で
、
守
秘
義
務
を
守
れ
る
方
。

■
業
務
内
容

　

 　

調
査
対
象
の
世
帯
・
事
業
所
な
ど

に
、
調
査
票
な
ど
を
配
布
・
回
収
す
る
。

■
報
酬

　

 　

１
調
査
あ
た
り
約
３
〜
５
万
円
程

度
（
調
査
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

　

 　

調
査
員
業
務
は
年
間
を
通
じ
て
従

事
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
定
期

的
な
収
入
は
見
込
め
ま
せ
ん
。

　

 　

な
お
、
統
計
調
査
は
年
間
２
〜
４

回
ほ
ど
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
予
定
の
統
計
調
査

　

○
国
勢
調
査

　

（
平
成
22
年
９
月
〜
10
月
）

　

○
工
業
統
計
調
査

　

（
平
成
22
年
12
月
〜
１
月
）

＊ 

調
査
員
は
全
て
の
調
査
を
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

本
年
10
月
に
、国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す

あ
わ
せ
て
、調
査
員
を
募
集
し
ま
す

国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

●
問
合
先

　

総
務
課
広
報
広
聴
係　

　

☎
73
‐
３
１
５
０

　

本
年
10
月
に「
国
勢
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。
国
勢
調
査
は
、日
本
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
や
世
帯
を
対
象
と
す
る
国
の
最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、国
内
の
人

口
や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、５
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
国
勢
調
査
員
が
調
査
票
を
世
帯
ご
と
に
配
布
し
、
世
帯
か
ら
調
査
員
ま

た
は
町
に
調
査
票
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

国
勢
調
査
へ
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



監 査 結 果 の 公 表
　地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９９条第４項及び第７項の規定に基づき、
平成２１年度定期監査及び財政援助団体の監査を実施しましたので、同条第９項の規定
により、その結果を公表します。 平成２２年３月１日

日出町監査委員　　阿部　長夫
日出町監査委員　　白水　昭義

　定期監査として、年次計画に基づき平成２1
年１０月２８日より平成２２年１月２７日ま
で町長部局の各課、教育委員会部局、議会等
の各事務局、抽出による中学校1校、小学校
１校、幼稚園１園及び施工中の工事を対象に
監査を行いました。
　平成２１年度における財務に関する事務・
事業が予算及び関係法令等に基づき適正で効
率的に執行されているかを着眼点とし、関係
資料及び諸帳簿のほか、関係書類の提出を求
め、担当職員からの説明聴取により実施しま
した。また、現地監査では現場確認並びに学
校長、各関係職員の立会による施設の運営、
管理状況を、工事監査では現場において工事
状況等についての説明を聴取しました。
　関係諸帳簿等を照合確認した結果、歳入・
歳出ともに、予算及び関係法令等に基づき正
当な手続きにより執行され、概ね適正に処理
されていると認めたところですが、一部不適
正な処理が認められ、指摘するとともに是正
を求め、併せて指導、要望をしたところであ
ります。
　町長部局では、総務課に、繰越額が補助金
以上ある団体への補助についての検討、職員
が各種団体の事務局を担当し、現金、預金通
帳を管理していることについて改善を求める
とともに、不適正な出張等が認められたので
指摘し、企画振興課には、契約に不適正な処
理が認められたので指摘を行うとともに、ふ
れあいセンターの備品整理及び消火器の点検
を求め、商工観光課には、契約に基づく使用
料の早期収納を求め、農林水産課には、管理
業務委託に伴う報告書様式に不備が認められ
是正を求めるとともに、随意契約が多数認め
られたため入札の検討を求めました。福祉対
策課には、補助金以上の繰越がある団体への
補助、財務規則に基づいた使用料納入の検討
を求め、健康増進課には、国保税について税
務課との調整、交通事故多発が見受けられ
たので、課内での事故防止啓発を求めるとと

もに、管轄課である財政課にも全職員への啓
発、対策を要望しました。また、財政課には、
備品について大半の課等で台帳整備、管理に
不備が認められたので、管轄課として各課等
に指導徹底を求めました。
　教育委員会部局では、教育総務課に一部事
業の入札の検討、各小中学校の預金利子の処
理及び取扱いの検討、各幼稚園の警備及び現
金管理の検討等を求め、生涯学習課及び中央
公民館には、前年指摘した事項に改善が認め
られず、再度改善を求めるとともに、致道館
修復の早期実現を求め、萬里図書館には本棚
転倒防止を要望し、学校関係では日出中学校
において教材用薬品の管理に不備が認められ
たので指摘を行いました。
　以上、各課等に指摘、指導、要望し再発防
止を強く求めたところでありますが、財務及
び行政事務の執行状況は概ね良好であると認
めたところです。
　また、工事状況も安全性を確保し施行され
ていることを確認しました。なお、町民税を
初めとする各種税、各種使用料などの収入未
済について、納税義務、負担の公平公正の原
則、また財源確保の面において、収納率の向
上になお一層の工夫と努力を要望しました。
　財政援助団体監査として、日出町観光協会
及び日出町社会福祉協議会における平成２１
年度の出納、その他の事務の執行について平
成２１年１１月４日及び９日に監査委員室に
おいて監査を行いました。
　町からの補助金が交付目的に従って適正か
つ効率的に執行されているか、また、財政援
助に係る出納経理その他の事務処理が適正に
行なわれているか等について、補助金等交付
申請書及び確定通知書などをはじめ、予算書、
決算書、実績報告書等各関係書類の提出を求
め、審査を行うとともに担当職員から説明を
聴取しました。
　監査の結果、財政援助の目的に従って適正
に執行されていると認めました。

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



第1回　日出魚市場感謝祭

新鮮な魚介類をもとめて、多くの人で賑わう
　

３
月
13
日
、
大
神
深
江
の
漁
港

で
、
第
１
回
日
出
魚
市
場
感
謝
祭

が
開
催
さ
れ
、
一
般
客
は
セ
リ
値

の
１
割
増
で
新
鮮
な
魚
介
類
を
買

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
会
場
は
多

く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
そ
の
日
水
揚
げ
さ

れ
た
ば
か
り
の
イ
カ
や
チ
ヌ
、
カ

レ
イ
、
ス
ズ
キ
な
ど
が
並
び
、
仲

買
人
の
威
勢
の
よ
い
掛
け
声
と
と

も
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
海
鮮
丼
や
チ
リ
メ

ン
弁
当
の
販
売
や
海
鮮
焼
コ

ー
ナ
ー
も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
大

分
県
漁
業
協
同
組
合
日
出
支
店
運

営
委
員
長
の
上
野
貢み

つ
ぎ

さ
ん
は
「
毎
週

土
曜
日
に
は
、
朝
市
を
開
催
し
て

お
り
、
日
ご
ろ
か
ら
の
感
謝
の
意

味
を
込
め
て
開
催
し
た
。
日
出
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と
う
れ
し

い
」
と
、
ま
た
「
協
力
が
得
ら
れ

れ
ば
、
ま
た
開
催
し
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　チヌとメバルを購入した
鶴丸博子さんは「新鮮な魚
がたくさん。しかも安い」
と大喜び。「ぜひ、また来た
い」と話してくれました。
　この日の晩ご飯は、塩焼
きと煮付けだそうです。

海鮮丼を味わう来場者



１
０
０
歳
慶
賀
訪
問

長
寿
の
秘
訣
は

よ
く
笑
う
こ
と

　

３
月
２
日
、
矢
野
久ひ
さ

さ
ん
（
日

出
中
央
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
、
同
日
、
工
藤
町
長

が
お
祝
い
に
自
宅
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

若
い
頃
は
、
中
学
校
で
国
語
の

教
師
を
し
て
い
た
久
さ
ん
の
今
の

楽
し
み
は
、
本
を
読
む
こ
と
と
ひ

孫
と
遊
ぶ
こ
と
。
孫
７
人
、
ひ
ま

ご
11
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

長
寿
の
秘
訣
を
尋
ね
る
と
「
い

ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
示
し
、
そ

し
て
よ
く
笑
う
こ
と
」
と
笑
顔
で

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
15
日
に
は
、
岩
田

ヨ
シ
エ
さ
ん
（
大
神
照
川
）
が
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、

同
日
、
入
所
先
の
暘
谷
苑
に
工
藤

町
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ご
主
人
を
早
く
に
亡
く
さ
れ
、

農
業
を
し
な
が
ら
子
ど
も
３
人
を

女
手
ひ
と
つ
で
育
て
て
き
ま
し

た
。

　

現
在
は
、
施
設
の
リ
ビ
ン
グ
で

く
つ
ろ
い
で
い
る
こ
と
が
多
い
と

い
う
岩
田
さ
ん
。
孫
７
人
、
ひ
孫

２
人
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
話

し
か
け
る
と
、
ニ
コ
ッ
と
、
や
さ

し
い
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

現
在
、
日
出
町
の
１
０
０
歳
以

上
の
方
は
９
人
で
す

矢野久さんとご家族

普段は歩行器で歩くという岩田さん

養
護
学
校
の
生
徒
が
環
境
美
化
ポ

ス
タ
ー
を
制
作
し
町
へ
寄
贈

町
を
き
れ
い
に

　

日
出
養
護
学
校
の
全
校
生
徒
54

人
で
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー
を
制
作

し
、
２
月
17
日
、
生
徒
や
教
諭
が

役
場
を
訪
れ
、
ポ
ス
タ
ー
８
枚
を

日
出
町
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
に
は
、
「
町
を
き
れ

い
に
」
や
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
で
心
も
町
も
ピ

ッ
カ
ピ
カ
」
な
ど
が
書
か
れ
お
り
、

貼
り
絵
の
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
な

ど
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

同
校
で
は
、
生
徒
に
環
境
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い

と
、
年
数
回
の
学
校
周
辺
の
ご
み

拾
い
や
古
切
手
、
使
用
済
み
テ
レ

フ
ォ
ン
カ
ー
ド
の
収
集
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

町を汚さないで！

　３月19日、大分県建設業協会日出支部の
会員25人が、城下海岸の遊歩道から暘谷城
趾の石垣がすっきり見えるようにと、城下
公園内にあるツバキやくすの木の伐採や枝
打ち、草刈りを行いました。
　同支部の会員は、毎年地域貢献活動の一
環として、学校や道路での枝打ちや草刈作
業などを行っています。

暘谷城趾周辺をすっきり

地域貢献活動の一環

木の伐採をする建設業協会の会員

まちの
わだい 町内であった「あんなこと」、「こんなこと」を

お知らせするコーナー
情報提供はこちら
総務課広報広聴係☎ 73－3150　FAX 72－7294



40
歳
以
上
の
方
へ

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
を

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
！

　

定
期
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
は
病

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
と
て
も

大
事
な
こ
と
で
あ
り
、
健
康
づ
く
り
や

健
康
管
理
の
基
本
で
す
。

　

日
出
町
国
保
の
加
入
者
や
生
活
保
護

の
受
給
者
は
無
料
で
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
各

種
が
ん
検
診
を
実
施
中
で
す
。
あ
わ
せ

て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

＊
子
宮
が
ん
検
診
は
、
20
歳
以
上
。

■ 

持
っ
て
来
る
も
の　

特
定
健
康
診
査

受
診
券
（
日
出
町
国
保
加
入
者
は
不

要
）
、
健
康
保
険
証
、
介
護
保
険
証

（
65
歳
以
上
の
方
）
、
自
己
負
担
金
。

■ 

費
用　

特
定
健
診
無
料
（
保
険
の
種

類
に
よ
っ
て
は
有
料
の
場
合
が
あ

り
ま
す
）
／
結
核
・
肺
が
ん
４
０

　

 

０
円
／
大
腸
が
ん
６
０
０
円
／
前

　

 

立
腺
が
ん
１
，
４
２
０
円
／
胃
が

　

 

ん
１
，
３
０
０
円
／
子
宮
が
ん
１
，

２
０
０
円
／
乳
が
ん
１
，
４
０
０
円

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
増
進
課

　

☎
73
‐
３
１
３
３

健診日程

日　程 とき・ところ 特定
健診

結核　
肺がん

大腸
がん

前立腺
がん　

胃　
がん

子宮
がん

乳　
がん

5/11（火） 9時～ 10時 30分
町保健福祉センター ― ― ― ― ― ○ ○

5/18（火） 9時～ 11時
川崎ふれあいセンター ○ ○ ○ ○ ― ― ―

5/20（木） 9時～ 11時
町中央公民館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5/21（金） 9時～ 11時・13時～ 14時
町保健福祉センター ○ ○ ○ ○ ― ― ―

5/24（月） 9時～ 11時
川崎ふれあいセンター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5/27（木） 9時～ 10時 30分
団地集会所 ○ ○ ○ ○ ― ― ―

5/27（木） 13時～ 14時
豊岡ふれあいセンター分館 ○ ○ ○ ○ ― ― ―

5/28（金） 9時～ 11時
町保健福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8/22（日） 9時～ 10時 30分
町中央公民館 ― ― ― ― ― ○ ○

8/24（火） 9時～ 11時
大神小学校体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8/26（木） 9時～ 11時
豊岡小学校体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10/17（日） 9時～ 11時
町保健福祉センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10/20（水） 9時～ 10時 30分
町保健福祉センター ― ― ― ― ― ○ ○

４月４日(日) 日出児玉病院 72－2724
　　11日(日) 鈴木病院 73－2131
　　18日(日) 矢野小児科医院 72－1011
　　25日(日) サンライズ酒井病院 72－2266
　　29日(木) 大石内科医院 72－2121
５月２日(日) 岡田内科クリニック 28－0101
　　３日(月) 日出中央医院 72－2534
　　４日(火) 日出児玉病院 72－2724
　　５日(水) 八重眼科医院 73－1221

●休日当番医
※診療時間  ９：00～17：00
※ 発行後に変更になる場合があります。各医療機関や日出町健
康増進課☎73－3130にご確認ください。

健 康
ペ ー ジ

子 育 て



児童館へおいで！

さざんか児童館 ☎72－8383

■親子グループ募集
　 0 歳から５歳の乳幼児親子を募集。一緒に
楽しく遊びましょう。児童館で申込
　 ４月の活動　　○ひよこグループ（0、1歳
児）20日・27日　○ぱんだグループ（3～5
歳児）21日・28日　○うさぎグループ（2
歳）22日・30日

■赤ちゃん広場（0歳児）
　とき　16日（金）10時 30分～
　参加費　親子１組200円
＊前日までに申し込みが必要。

■集まれ！ちびっこ
　とき　23日（金）10時 30分～
　ところ　川崎地区公民館

日出町地域子育て支援センター
 ☎28－1212

■子育て広場（乳幼児）
　とき　月～金　9時～ 16時

■子育て相談（乳幼児）
　とき　月～金　9時～ 16時

■出張子育て広場（0歳～就学前）
　とき　4月 22日（木）10時～ 12時
　ところ　豊岡地区公民館

■赤ちゃん広場（0歳～、妊婦さん）
　 とき　4月15日（木）・21日（水）10時～12
時

日出町児童館 ☎72－0323

■親子リトミック教室（乳幼児）
　新年度につき、申し込みが必要。ボールを
　持ってきてください。
　とき　27日（火）11時～ 12時

■たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　とき　16日（金）11時15分～11時45分

■ベビーとママの３Ｂ体操（1歳未満児）
　バスタオル持参、体操できる服装
　とき　23日（金）11時～ 12時
＊申し込みが必要。

無
料
健
康
相
談

　

大
分
県
退
職
保
健
師
等
で
つ
く
る

「
虹
の
会
」
が
城
下
か
れ
い
ま
つ
り
の

日
に
、
無
料
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

５
月
８
日
（
土
）

　

９
時
〜
14
時

■
と
こ
ろ　

日
出
町
商
工
会
館
２
階

■ 

内
容　

血
圧
測
定
、
健
康
・
栄
養
相

談
、
み
そ
汁
の
塩
分
測
定
、
骨
密

度
・
血
管
老
化
・
内
臓
脂
肪
の
測
定

■ 

問
合
先　

健
康
増
進
課
☎
73
‐
３
１

　

３
３

お
母
さ
ん
教
室
開
催

　

妊
娠
中
の
お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
妊

娠
中
の
生
活
に
つ
い
て
の
話
や
、
調
理

実
習
を
行
い
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
教
室
で
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

他
の
妊
婦
さ
ん
と
交
流
で
き
る
よ
い

機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
各
回
の
10
日
前
ま

で
に
、
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

【
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
は
守
ら
れ
て

い
ま
す
】

　

 

母
と
子
の
制
度
の
話
、
妊
娠
中
の
過

ご
し
方

■
と
き　

５
月
11
日
（
火
）

　

10
時
〜
11
時
30
分

②
【
妊
娠
・
授
産
期
の
食
事
】

　

管
理
栄
養
士
の
話
、
調
理
実
習

■
と
き　

５
月
18
日
（
火
）

　

10
時
〜
12
時
30
分

③
【
楽
な
お
産
を
す
る
た
め
に
】

　

お
産
の
し
く
み
、
お
っ
ぱ
い
の
お
話

■
と
き　

５
月
26
日
（
水
）

　

10
時
〜
12
時

●
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

● 

持
っ
て
来
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳
・

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
配
布
し

た
資
料
、
筆
記
用
具
、
②
の
教
室

に
は
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
も
必
要
で

す
。

● 

申
込
・
問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育

て
支
援
係　

☎
73
‐
３
１
２
１

転
入
さ
れ
た
妊
婦
さ
ん
へ

妊
婦
・
乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票
の

差
し
替
え
が
必
要
で
す

　

妊
娠
中
の
方
が
転
入
し
た
と
き
は
、

前
住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
妊
婦
・
乳
児

一
般
健
康
診
査
受
診
票
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
日
出
町
が
発
行
す
る
受
診
票
と

の
交
換
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
１
歳
ま

で
の
お
子
さ
ん
を
育
児
中
の
方
で
、
前

住
所
地
で
交
付
さ
れ
た
乳
児
健
診
の
受

診
券
が
残
っ
て
い
る
場
合
も
同
様
に
交

換
が
必
要
で
す
。

■ 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１



観
光
の
砦
・
二
の
丸
館
が
立
派
に
完
成

　

建
設
中
の
二
の
丸
館
は
、４
月
中
に
完
成

し
開
館
の
運
び
と
な
り
ま
す
。城
趾
周
辺
で

の
観
光
や
散
策
を
さ
れ
る
方
々
に
と
っ
て
中

心
的
な
施
設
と
し
て
賑
わ
い
の
場
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、進
入
路
も
狭
く
駐
車
施
設

も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、敷
地
面
積
１
，６

３
３
・
３
７
㎡
に
大
型
バ
ス
３
台
、普
通
車
12

台
、身
体
障
が
い
者
用
２
台
の
駐
車
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

二
の
丸
館
は
、江
戸
時
代
を
偲
ば
せ
る
重

厚
な
和
風
建
物
で
、観
光
案
内
所
、観
光
ポ
ス

タ
ー
・
パ
ネ
ル
・
物
産
の
展
示
場
、地
域
特
産

販
売
コ
ー
ナ
ー
、喫
茶
・
休
憩
ス
ペ
ー
ス
、軒

下
通
路
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

来
訪
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
軽
食
を
と
っ

た
り
休
息
で
き
る
よ
う
メ
ニ
ュ
ー
に
も
配
慮

し
、暘
谷
城
趾
周
辺
観
光
の
中
心
と
な
る
施

設
と
な
り
ま
す
。

　

施
設
内
に
は
、男
性（
３
人
）、女
性（
６
人
）

用
ト
イ
レ
、多
目
的
ト
イ
レ（
車
椅
子
対
応
）、

手
洗
い
、ベ
ビ
ー
シ
ー
ト
を
設
け
、来
訪
者
の

利
便
性
を
図
り
ま
し
た
。さ
ら
に
女
性
の
皆

さ
ん
に
は
化
粧
直
し
の
で
き
る
等
身
大
の
鏡

も
配
置
し
ま
し
た
。

　

周
囲
に
は
、裏
門
櫓（
平
屋
建
て
３
３
・
４

３
㎡
）、裏
門
、和
風
庭
園（
１
０
０
㎡
）を
配

置
し
、城
下
町
の
雰
囲
気
・
た
た
ず
ま
い
の
空

間
と
し
ま
す
が
、観
光
客
の
皆
さ
ん
の
み
な

ら
ず
、町
民
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
、交
流
の

場
と
な
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
学
校
前
の
大
手
前
通
り
は
、電

線
、電
柱
な
ど
を
地
下
に
埋
設
し
、道
路
は
歩

道
と
車
道
を
区
分
し
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献
、奉
仕
活
動
に
感
謝

　

３
月
18
日
、午
前
９
時
か
ら
大
分
県
建
設

業
協
会
日
出
支
部
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
、城

趾
一
帯
で
覆
い
茂
っ
て
い
る
雑
木
、雑
草
の

伐
採
、除
去
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
も
的
山
荘
周
辺
で
の
奉
仕
活
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
、例
年
の
地
域
貢
献
活

動
に
対
し
て
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
等
で
暘
谷
城
趾
を
西

方
か
ら
眺
め
る
と
、う
っ
そ
う
と
木
々
が
茂

り
、素
晴
ら
し
い
城
壁
は
垣
間
見
え
る
程
度

で
す
。多
く
の
皆
さ
ん
が
海
岸
の
遊
歩
道
を

散
策
さ
れ
て
い
ま
す
が
、雄
大
な
城
壁
が
隠

れ
た
ま
ま
で
は
誠
に
残
念
で
、暘
谷
城
趾
の

景
観
を
損
ね
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
、歴
史
に
詳
し
い
方
か
ら「
野の

面づ
ら

積づ
み

（
穴あ

生の
う

積づ
み

）と
い
わ
れ
る
天
守
閣
跡
の
城
壁

等
は
、歴
史
的
に
み
て
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、

日
出
町
が
他
に
誇
れ
る
財
産
で
あ
り
ま
す
。

知
ら
ず
に
そ
ば
を
素
通
り
す
る
の
は
残
念
で

す
。ぜ
ひ
と
も
掲
示
板
等
に
説
明
書
き
し
て

欲
し
い
。」と
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
雑
木
、雑
草
の
伐
採
に
よ
っ
て
幾

分
城
壁
が
見
通
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、さ
ら
に
城
趾
を
ど
の
方
向
か
ら
見

て
も
素
晴
ら
し
い
景
観
と
し
て
評
価
さ
れ
る

よ
う
な
対
応
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
周
辺
の
美
観
の
維
持
、清

掃
に
は
相
当
の
経
費
を
か
け
て
き
て
い
ま
す

が
、十
分
な
対
応
と
は
い
え
ま
せ
ん
。今
後

は
、造
園
業
者
の
皆
さ
ん
の
支
援
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、計
画
的
に
木
々
の
剪
定
、配

置
を
行
う
な
ど
に
よ
り
、城
趾
全
体
を
公
園

化
し
て
、今
ま
で
以
上
に
素
晴
ら
し
い
景
観

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

４
月
の
町
職
員
人
事
異
動
の
状
況

　

日
出
町
で
は
、こ
の
年
度
末
で
４
人
の
幹

部
級
職
員
が
定
年
又
は
勇
退
し
ま
し
た
。し

た
が
っ
て
３
月
24
日
に
40
人
の
異
動
内
示
を

行
い
、新
年
度
の
執
行
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
異
動
は
、適
材
適
所
を
最
優
先
し
、

さ
ら
に
業
務
の
円
滑
な
推
進
を
図
る
こ
と
、

ま
た
来
年
３
月
末
で
の
定
年
退
職
者
が
５
人

で
あ
る
こ
と
等
を
勘
案
し
て
、退
職
者
の
後

任
ポ
ス
ト
の
補
充
、新
採
用
者
の
配
置
を
中

心
に
し
た
た
め
例
年
よ
り
小
規
模
な
異
動
と

な
り
ま
し
た
。

新
年
度
も
町
政
は
順
調
に
推
移
か

　

先
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
に
、平
成

22
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、総
額
で
87

億
３
，６
０
０
万
円
、前
年
度
当
初
予
算
と
比

較
す
る
と
15
・
４
％
の
11
億
６
，９
０
０
万
円

の
大
幅
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
町
税
で
28
億
２
，５
５
８
万
円
、前

年
度
比
０
・
７
％
減
、個
人
町
民
税
、固
定
資

産
税
で
若
干
の
増
、法
人
町
民
税
で
減
少
を

見
込
み
、歳
入
の
重
要
な
部
分
と
な
る
普
通

交
付
税
は
、19
億
５
，０
０
０
万
円
で
、前
年

度
よ
り
大
幅
な
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

歳
出
は
人
件
費
、扶
助
費
、公
債
費
の
義
務

的
経
費
が
46
億
７
，８
０
１
万
円
で
前
年
度

比
11
・
２
％
増
、子
ど
も
手
当
の
給
付
な
ど
で

扶
助
費
が
27
・
９
％
増
、公
債
費
が
７
・
９
％

増
で
、歳
出
全
体
に
占
め
る
義
務
的
経
費
の

比
率
は
53
・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
経
費
も
11
億
２
，４
６
２
万
円
で

前
年
よ
り
87
・
８
％
の
大
幅
増
。こ
れ
は
、豊
岡

小
学
校
校
舎
改
築
事
業
、特
別
校
舎
棟
の
耐
震

強
化
事
業
、川
崎
・
豊
岡
の
保
育
園
増
改
築
事

業
、さ
ら
に
は
、道
路
改
良
事
業
な
ど
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
た
め
で
す
。

　

今
後
、藤
ケ
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
や
消
防
組

合
杵
築
庁
舎
の
建
設
、さ
ら
に
は
、介
護
保
険

や
国
民
健
康
保
険
な
ど
を
中
心
と
し
た
義
務

的
経
費
の
増
加
で
、依
然
と
し
て
厳
し
い
環

境
下
に
あ
り
ま
す
。し
か
し
向
こ
う
３
年
間

の
第
２
次
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
よ
り
、中

期
的
、長
期
的
な
展
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
さ

ら
に
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

 

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町
政
だ
よ
り

そ
の
40

日
出
町
長

工
藤　

義
見



 ①

　4月 8日は、日出藩３代藩主木下
俊長公を祀る「横津神社」の大祭で、
満開の桜の下、花見をかねて参拝す
る人も多い。
　俊長公は、慶安元年（1648）12
月１日、2代藩主木下俊治の長男と
して生まれ、学問を幕府の教官「人

ひと

見
み

竹
ちく

洞
どう

」に、絵画を狩野派の「狩野
常
つね

信
のぶ

」に学んだ。19 歳で初めて日
出に入り、翌年、大神の深江に「襟

きん

江
こう

亭
てい

」を建てた。21 歳のとき、江
戸で長女の梅が生まれ、その時、日
出にいた俊長公は、わが子の成長を
祈願し「六

ろっ

歌
か

仙
せん

」の絵（現在、横津
神社の社宝）を日出城で描いた。色
彩豊かですばらしい絵巻物である。
　六歌仙とは、平安時代の「古今和
歌集」の中から、紀

きの

貫
つら

之
ゆき

が選出した
「六歌人」のことで、和歌一首を書き
入れてある。町の文化財に指定し
て、一般公開してほしい。

　22 歳の春、江戸へ参勤した俊長
公は、江戸屋敷で「一日一態」の観
音図を書き始めた。5年かけて千態
描いた。百態ずつ 10 冊に分冊し、
「千態観音図帳」を完成させた。
　表紙は、奥方（梅の母）が、わが
子の成長を祈願し、飾り縫い刺しゅ
うを施している。昭和 47 年「町指
定文化財」となり、松屋寺の秘宝殿
で一般公開されている。

「日出町の歴史・文化」を語る会
魚住　修三　筆

～若き日の木下俊長公～

俊長公が描いた六歌仙の１つ

新刊案内

「50歳すぎたら
　絶対にやせなさい」
  白澤卓二：著 　三笠書房

「 社会を生きるための
　教科書」
  川井龍介：著 
  岩波ジュニア新書

図書館だより

元気に生きるための食生活の
ルールを紹介しています。

社会の仕組みやルールを知り、
その仕組みを使いこなそう。

「妻を看取る日」
  垣添忠生：著 　新潮社

「五つの旅の物語」
  椎名誠：文、写真　講談社

妻をがんで亡くし、絶望の淵
から立ち上がり、再び歩み始
めるまでの手記。

辺境を旅して30年の著者が
綴るたびの物語。

休館日
毎週月曜日、11日（日）・25日（日）・29日（木）

読み聞かせ
萬里図書館２階おはなしのへやで開催しています。

　●ブーフーウーによる読み聞かせ

　　とき　 4 月 10日（土）・24日（土）

　　　　　10時 30分～ 11時 30分

　　対象　幼児から小学校低学年

　●ＦＵＭＵＦＵＭＵ（ふむふむ）による読み聞かせ

　　とき　4月 23日（金）　11時～ 11時 30分

　　対象　0歳から 5歳くらいまで

問合先
萬里図書館　72－ 2851



募 

集

大
分
県
専
門
職
産
育
休
サ
ポ

ー
タ
ー（
臨
時
職
員
）
募
集

　

県
庁
及
び
県
内
地
方
機
関
に

お
い
て
、育
児
休
業
等
を
取
得
す
る

職
員
の
代
替
職
員
と
し
て
勤
務
す

る
、
専
門
職
の
臨
時
職
員
採
用
候

補
者
名
簿
へ
の
登
録
希
望
者
を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
書
式
等
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
す
る
ほ
か
、県
庁
人

事
課
や
各
振
興
局
等
で
も
配
布
し

ま
す
。

▼ 

募
集
職
種　

保
健
師
・
獣
医

　

 

師
・
薬
剤
師
・
化
学
・
農
業
・

畜
産
・
林
業
及
び
水
産

▼
問
合
先　

大
分
県
人
事
課

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
１
１

「
お
お
い
た
学
び
の
輪
」
受

講
生
募
集

▼
講
座
内
容

○ 

生
涯
学
習
支
援
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座
・
受
講
料
無
料

○
現
代
学
講
座

　

受
講
料
５
，
０
０
０
円

○
ふ
る
さ
と
学
講
座

　

受
講
料
５
，
０
０
０
円

▼ 

募
集
期
間　

４
月
21
日
（
水
）

〜
５
月
31
日
（
月
）

▼
開
講
期
間　

７
月
〜
翌
年
１
月

▼ 

問
合
先　

県
立
社
会
教
育
総
合

セ
ン
タ
ー
☎
22
‐
７
７
６
３

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

▼
受
験
資
格

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
／

大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
に
つ
い

て
は
28
歳
未
満
の
者
／
20
歳
以

上
22
歳
未
満
で
大
学
を
卒
業
し
た

者
（
見
込
み
を
含
む
）

▼ 

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
木
）

〜
５
月
12
日
（
水
）

▼ 

第
１
次
試
験　

５
月
15
日（
土
）

・
16
日
（
日
）

＊ 

16
日
は
飛
行
要
員
希
望
者
の

み
。

▼ 

問
合
先　

大
分
地
方
協
力
本
部

☎
24
‐
１
６
４
５

試 

験

警
察
官
Ａ
（
大
卒
）
・
大
分
県

警
察
官
Ａ（
女
性
）採
用
試
験

▼ 

受
付
期
間　

４
月
１
日
（
木
）

　

〜
４
月
15
日
（
木
）

▼ 

第
１
次
試
験
日　

５
月
９
日

（
日
）

▼ 
受
験
資
格
等　

昭
和
52
年
４

　

 
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
、
大
学

卒
業
又
は
見
込
み
の
人
／
平
成

22
年
採
用
試
験
か
ら
語
学
等
の

定 期 相 談
●行政相談

　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第1火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談

　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第2火曜日　10時～15時

　問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会

　ところ　豊岡ふれあいセンター

　と　き　4月20日火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●障がい児・者等支援相談

　 相談先　社会福祉法人「みのり村」みのり障が

い者生活支援センター　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談

　相談先　太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談

　 相談先　日出町地域包括支援センター（健康

増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談

　相談先　　福祉対策課　☎73－3121　

●無料人権相談所

　相談先　大分地方法務局杵築支局　

　☎0978－62－2271

●法律相談　（予約が必要）

　ところ　日出町保健福祉センター　相談室

　と　き　毎月第２・４火曜日（祭日の場合は休み）

　　　　13時30分～16時30分

　費　用　３０分につき5,000円

　申　込・問合先　大分県弁護士会

　☎097－536－1458

＊ 杵築市では毎週金曜日、国東市では毎月第

2・3・4木曜日に開催しています。　

フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
が
オ
ー
プ
ン

フ
ッ
ト
サ
ル
の
普
及
に

　

３
月
22
日
、藤
原
一
北
に「
速
見
フ
ッ
ト

サ
ル
コ
ー
ト
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
」が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、プ
ロ
の
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
に
加
盟

し
て
い
る「
バ
サ
ジ
ィ
ー
大
分
」（
二
階
堂
雅

士
社
長
）の
選
手
と
町
内
の
少
年
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
と
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

マ
ッ
チ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
を
運
営
す
る
二
階
堂
酒
造
の
二
階

堂
雅
士
社
長
は
、「
フ
ッ
ト
サ
ル
は
、
サ
ッ

カ
ー
の
基
礎
技
術
を
磨
く
こ
と
に
役
立
つ
、

フ
ッ
ト
サ
ル
の
普
及
に
つ
な
が
り
、子
ど
も

た
ち
の
よ
い
遊
び
場
と
な
る
と
う
れ
し
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ト
は
４
面
設
置
し
て
お
り
、そ
の
内

１
コ
ー
ト
は
日
曜
、
祝
日
を
除
く
平
日
に

は
、保
護
者
や
監
督
の
同
伴
の
も
と
子
ど
も

た
ち
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

プロ選手と交流試合をする
子どもたち

まちの掲示板



加
算
あ
り

▼ 
問
合
先　

大
分
県
警
察
本
部
人

事
管
理
係
☎
０
１
２
０
‐
２
０

４
‐
１
１
０

講 

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

有
料
託
児
あ
り
ま
す
（
会
員
制
も

あ
り
）

【
エ
ク
セ
ル
中
級
講
座
】

▼
受
講
料　

２
，
５
０
０
円

▼ 

と
き　

５
月
11
・
18
・
25
日

　

10
時
〜
12
時

▼ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
ワ
ー
ド
初
級
講
座
】

▼
受
講
料　

２
，
５
０
０
円

▼
と
き　

５
月
13
・
20
・
27
日

　

10
時
〜
12
時

▼ 

と
こ
ろ　

日
出
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
】

▼
受
講
料　

２
，
８
０
０
円

▼
と
き　

５
月
７
・
14
・
21
・
28

　

日
10
時
〜
12
時

▼ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
期
限　

４
月
23
日（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ
ェ

ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

相 

談

心
の
健
康
相
談

　

専
門
医
師
に
よ
る
医
療
相
談
及

び
保
健
師
に
よ
る
保
健
福
祉
に
関

す
る
一
般
相
談
日
を
設
け
、
認
知

症
や
そ
の
他
の
精
神
保
健
医
療
福

祉
に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

電
話
予
約
制
。

▼ 

と
き　

第
４
火
曜
日
・
第
１
木

曜
日
14
時
〜
15
時
半

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
東
部
保
健
所

▼ 

申
込
・
問
合
先　

大
分
県
東
部

保
健
所
☎
67
‐
２
５
１
１

　消防法の改正により住宅用火災警報器の設置が義務付けら
れました。住宅用火災警報器は、煙や熱を感知して警報音や
音声で火災の発生を知らせるものです。アメリカでは設置が
義務化になり火災による死者数が半減しました。

■対象　すべての住宅（アパート、マンション等を含む）
■設置期限　平成２３年５月３１日
　＊平成１８年６月１日以降新築の住宅は建築時に設置済。
■設置場所　
　①就寝に使われているすべての部屋。
　②階段（①の部屋が１階のみの場合は設置義務なし）
＊ 義務ではありませんが、台所や居間への設置もお勧めしま
す。
＊ 寝室、階段、居間には煙式（煙を感知）を、台所には煙式
または熱式（高熱を感知）を設置しましょう。
■販売場所　電気店、ホームセンター等

悪質な訪問販売に注意
　役場の職員や消防署、消防団が商品の販売や特定の業者を
あっせんすることはありません。訪問販売等には十分注意し、
「怪しい」「おかしい」と思ったらはっきり断りましょう。な
お、住宅用火災警報器の標準的な価格は、１個４～５千円ほ
どです。

地元消防団が設置調査に伺います
　５月～６月にかけて、地元消防団が町内の全世帯（共同住宅
を除く）を訪問し、住宅用火災警報器設置の有無をお尋ねし
ます。玄関先でお聞きするだけで、お宅に上がることはあり
ません。また、販売やあっせんも一切行いません。

■問合先　日出消防署　　　　☎72－7657　
　　　　　日出町役場総務課　☎73－3150

住宅用火災警報器の設置が
義務付けられました

ショートステイ　サンライズ  （72-1111）

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人



「
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
」
と
「
こ
こ
ろ
と
か
ら

だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」

開
所　

　

大
分
県
で
は
、
福
祉
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
な

体
制
で
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

【
こ
ど
も
・
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
】

▼ 

業
務
概
要　

24
時
間
体
制
の
子

育
て
電
話
相
談
、
児
童
虐
待

相
談
な
ど
児
童
に
係
る
相
談

及
び
DV
被
害
な
ど
女
性
に
係
る

様
々
な
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

大
分
市
荏
隈
５
丁
目

▼ 

問
合
先　

・
子
育
て
電
話
相
談

セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４
５

‐
０
１
１
０
・
女
性
相
談
専
用

☎
０
９
７
‐
５
４
４
‐
３
９
０

０

【
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
】

▼ 

業
務
概
要　

身
体
及
び
知
的

障
が
い
者
の
更
生
援
護
の
た
め

の
各
種
相
談
、
手
帳
の
発
行
、

判
定
業
務
な
ど
を
行
う
と
と
も

に
、
精
神
障
が
い
者
福
祉
に
関

す
る
相
談
、
心
の
健
康
相
談
、

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼ 

と
こ
ろ　

大
分
市
大
字
玉
沢
平

石
９
０
８
番
地

▼ 

問
合
先　

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７

‐
５
４
１
‐
５
２
７
６

そ
の
他

国
民
年
金
保
険
料
は
き
ち
ん

と
納
め
ま
し
ょ
う
！

　

毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、

翌
月
ま
で
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

将
来
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減

額
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基
礎

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ

れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
問
合
先　

別
府
年
金
事
務
所　

　

☎
22
‐
５
１
１
１

単
独
処
理
浄
化
槽
実
態
調
査

　

生
活
排
水
に
よ
る
環
境
汚
染
の

対
策
と
し
て
、
各
地
で
水
質
汚
濁

防
止
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
日
出
町

に
お
い
て
も
、
単
独
処
理
浄
化
槽

に
つ
い
て
の
実
態
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
大
分
県
か
ら
受

託
し
た
業
者
等
の
調
査
員
が
訪
問

し
、
単
独
処
理
浄
化
槽
の
設
置
の

有
無
等
に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

大
分
県
廃
棄
物
対
策

課
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
３
１

２
６

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
入
団
説
明

会
　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
入
団
説
明
会

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
ス
カ
ウ
ト

と
一
緒
に
「
昔
の
あ
そ
び
」
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼ 

対
象　

５
歳
児
以
上
小
学
４
年

生
く
ら
い
ま
で
の
女
の
子

▼
参
加
費　

無
料

▼ 
と
き　

４
月
24
日
（
土
）
13
時

〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

別
府
市
中
央
公
民
館

▼ 

問
合
先　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大

分
県
第
15
団
☎
22
‐
０
５
４

３求 

人

【
正
社
員
】

●
現
場
管
理
者
１
人
●
薬
剤
師
７

人
●
販
売
員
１
人
●
購
買
・
資
材

管
理
１
人
●
自
動
車
鉄
金
工
１
人

●
自
動
車
整
備
士
（
見
習
可
）
１

人
●
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
造
工
２

人
●
土
木
・
建
築
技
士
１
人
●
調

理
員
２
人
●
写
真
販
売
及
び
撮
影

補
助
２
人
●
タ
ク
シ
ー
運
転
手
４

人
●
正
・
准
看
護
師
５
人
●
介
護

支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
）
１
人
●
生
活
相
談
員
１
人
●

営
業
２
人
●
鉄
金
塗
装（
見
習
可
）

１
人
●
総
務
・
一
般
事
務
１
人
●

（
障
）
総
務
・
一
般
事
務
１
人
●

美
容
師
２
人
●
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ

ー
５
人
●
鉄
金
塗
装
工
１
人
●
作

業
療
法
士
１
人
●
葱
・
み
つ
ば
栽

培
員
２
人
●
（
障
）
作
業
員
（
部

品
組
立
等
）
２
人
●
ル
ー
ト
配
送

１
人
●
工
場
内
作
業
員
２
人

【
パ
ー
ト
】

●
薬
剤
師
５
人
●
事
務
職
員
１
人

●
軽
作
業
３
人
●
冠
婚
葬
祭
ア
シ

ス
タ
ン
ト
１
人
●
理
学
療
法
士
１

人
●
製
品
検
査
員
１
人
●
成
形
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
２
人
●
ワ
ゴ
ン
サ
ー

ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
６
人
●
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
３
人
●

介
護
職
員
11
人

▼ 
問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９
日
出
町
商

工
観
光
課
☎
73
‐
３
１
５
８

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/

まちの掲示板



お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

大
澤　

柚ゆ
づ
き月
（
芳
樹　

太
田
）

冨
永　

姫ひ

な愛
（
誠　

日
出
本
町
）

伊
藤
佑ゆ
う
た
ろ
う

太
朗
（
将
輝　

日
出
本
町
）

甲
斐
夏か

な

で

波
弟
（
孝
志　

南
部
）

甲
斐　

蓮れ
ん
か夏
（
孝
志　

南
部
）

尾
方　

柊し
ゅ
う
す
け
介
（
拓
也　

一
北
）

阿
部　

七な
な
み海
（
孝
義　

成
行
）

重
松　

寧ね

ね々

（
明
人　

平
原
）

石
井　

清し
ょ
う
ま誠
（
唯
史　

内
野
）

本
田　

大は
る
と翔
（
祐
二　

高
尾
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

坂
井
ミ
ド
リ
（
94　

太
田
）

古
屋　

光
信
（
80　

太
田
）

荒
金　

民
男
（
83　

団
地
東
）

伊
藤　

征
司
（
70　

団
地
西
）

川
野　

行
夫
（
100　

南
浜
）

加
藤
ミ
ユ
子
（
87　

上
仁
王
）

村
重　

京
子
（
53　

上
仁
王
）

工
藤　

六
一
（
66　

東
部
）

髙
橋　

弘
明
（
85　

南
部
）

工
藤　

あ
い
（
95　

赤
松
）

藤
本
勘
治
郎
（
93　

成
行
）

行
部　

清
馬
（
62　

内
野
）

垣
迫　

ス
ミ
（
90　

中
村
）

垣
迫
美
彌
子
（
76　

大
神
中
央
）

上
野　

正
夫
（
79　

港
）

河
野　

邦
夫
（
79　

片
原
津
）

※
２
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

出店の受付／メッセージ花火の受付／カラオケ大会出場者募集

開催日  ５月８日（土）・９日（日）
会　場  暘谷城趾周辺

特産物販売コーナー出店申込
● 申込資格　町内の団体、事業所等で実行委員会が認めたもの／日出

町商工会正会員／その他実行委員会が認めたもの

＊名義貸しは認めません。

＊テントは原則として１団体半張で１カ所。

●申込期間　４月５日（月）～１４日（水）

メッセージ花火の予約受付
　あなたのメッセージを読み上げ、心を込めて花火を打ち上げます。

●募集数　20発程度

●メッセージ文字数　30字程度

●費用　3.5号玉　１発　5千円／５号玉　１発　1万円

● 申込方法　住所、氏名、電話番号、打ち上げ数、メッセージを明記

のうえ、官製はがき、ＦＡＸ、メールで申し込んでください。

●申込期限　4月30日（金）

25周年記念杯争奪カラオケ大会
●募集定員　20人（申込者多数の場合は抽選）

●エントリー料　１人1,000円

●申込期限　4月20日（火）

＊プロ歌手、団体での申込は不可。

＊優勝商品、トロフィー、参加賞有。

申込・問合先
　城下かれい祭り実行委員会☎73－3158／ＦＡＸ73－3169

　Ｅメールkankou@town.hiji.oita.jp
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A
p
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日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比

人　 口 28,533 （＋ 13） ＋ 1
　　　 男 13,656 （＋ 4） － 36
　　　 女 14,877 （＋ 9） ＋ 37

世帯数 11,314 （＋ 6） ＋ 63
南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（－ 1）
（＋ 4）
（＋ 5）
（－ 2）
（＋ 7）
（± 0）

315
7,183
5,809
3,821
5,867
5,538

平成22年3月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

楢迫 義治さん（37）

川崎西小深江

全日本総流派空手道選手権大会優勝

　

３
月
14
日
に
福
岡
県
田
川
市
で

開
催
さ
れ
た
、
全
日
本
総
流
派
空

手
道
選
手
権
大
会
の
一
般
重
量
級

の
部
に
、
西
小
深
江
の
楢
迫
さ
ん

が
出
場
し
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
同
大
会
に
出
場
し
た

７
１
０
人
の
選
手
の
中
か
ら
、
最

優
秀
選
手
賞
に
も
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

空
手
の
大
会
は
、
流
派
ご
と
に

開
催
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
こ

の
大
会
は
流
派
を
超
え
て
戦
う
こ

と
で
、
空
手
の
日
本
一
を
決
め
よ

う
と
開
催
さ
れ
た
も
の
。
昨
年
と

一
昨
年
は
準
優
勝
と
悔
し
い
思
い
を
し
た
そ
う
で

す
。

　

高
校
、
大
学
と
柔
道
に
打
ち
込
ん
だ
楢
迫
さ
ん
。

武
道
の
道
で
視
野
を
広
げ
た
い
と
、
単
身
で
上
京

し
、
極
真
空
手
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

　
「
頭
は
低
く　

目
は
高
く
」
の
極
真
空
手
の
精
神

に
ひ
か
れ
た
と
い
う
楢
迫
さ
ん
。

　

意
味
は
「
謙
虚
さ
を
忘
れ
ず
、目
標
を
高
く
も
つ
」

と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。「
心
身
を
と
も
に
磨
く
、

そ
し
て
精
進
し
て
い
こ
う
」
と
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

楢
迫
さ
ん
は
29
歳
の
と
き
結
婚
し
、
こ
れ
を
機

に
現
役
を
一
端
引
退
、
指
導
者
と
し
て
の
道
を
歩

み
始
め
ま
し
た
が
、
指
導
す
る
に
は
自
分
の
身
を

も
っ
て
示
す
の
が
一
番
だ
と
考
え
、
５
年
後
の
34

歳
で
現
役
復
帰
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
大
分
市
、
杵
築
市
、
日
出
町
の
空
手

教
室
で
指
導
を
し
な
が
ら
、
自
身
も
年
に
４
回
ほ

ど
大
会
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

　
「
37
歳
に
な
り
、
決
し
て
若
く
な
い
、
以
前
よ

り
体
を
つ
く
る
の
が
大
変
に
な
っ
て
き
た
が
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
だ
け
は
忘
れ
た
く
な
い
」
と
力
強

く
話
し
ま
す
。

　
「
生
徒
に
は
空
手
を
と
お
し
て
、
人
の
痛
み
が

分
か
る
、
そ
し
て
思
い
や
り
の
あ
る
素
直
な
人
間

に
な
っ
て
も
ら
い
と
思
い
ま
す
」
と
厳
し
さ
の
中

に
も
、
優
し
い
一
面
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

自宅のトレーニングルーム。優勝ト
ロフィーと最優秀選手賞のカップ

●家族へ一言
　 夢ばかり追い続けてきた。

たくさん迷惑をかけてき

たけど、これまで支えてき

てくれてありがとう。

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる
人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情
報をお待ちしています。
連絡先　総務課広報広聴係

☎73‐3150　
FAX72‐7294　


